
出陣式で第一声を上げる安里繁信氏＝４

日午前９時すぎ、浦添市の大平交差点
出発式で第一声を上げる高良鉄美氏＝

４日午前�時�分ごろ、名護市瀬嵩

　
任
期
満
了
に
伴
う
第
�
回
参
院
選
が
４
日
、
公
示
さ
れ
た
。
沖
縄
選
挙
区
で
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
午
前
８
時
半
の
受
け

付
け
開
始
後
、
同
�
時
現
在
、
（
届
け
出
順
に
）新
人
で
シ
ン
バ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
前
会
長
の
安
里
繁
信
氏
（�
）＝
自
民
公
認
、

公
明
、
維
新
推
薦
、
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
支
援
す
る
新
人
で
琉
球
大
名
誉
教
授
の
高
良
鉄
美
氏
（�
）＝
無
所
属
、
新
人
で
福

祉
施
設
非
常
勤
職
員
の
磯
山
秀
夫
氏
（�
）＝
諸
派
、
神
奈
川
県
在
住
、
新
人
で
辺
野
古
商
工
会
理
事
の
玉
利
朝
輝
氏
（�
）＝
無
所

属
＝
の
４
氏
が
立
候
補
を
届
け
出
た
。
選
挙
戦
は
高
良
氏
、
安
里
氏
に
よ
る
事
実
上
の
一
騎
打
ち
と
な
る
見
通
し
だ
。

　
同
日
午
前
に
届
け
出
を
終
え
た
安
里
氏
、
高
良
氏
の
両

候
補
は
、
支
持
者
ら
を
前
に
第
一
声
を
上
げ
、
�
日
の
投

開
票
に
向
け
た
選
挙
戦
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
期
日
前
投

票
は
５
日
か
ら
始
ま
る
。
沖
縄
選
挙
区
の
結
果
は
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
の
県
政
運
営
や
来
年
の
県
議
選
に
大
き
く
影
響

を
与
え
そ
う
だ
。

　
安
里
氏
は
午
前
８
時
半
、
浦
添
市
の
大
平
交
差
点
で
出

陣
式
を
開
い
た
。
安
里
氏
は
第
一
声
で
「
私
は
政
府
の
代

弁
者
と
し
て
国
会
に
い
く
つ
も
り
は
な
い
。
沖
縄
の
プ
ラ

イ
ド
を
懸
け
て
沖
縄
県
民
の
思
い
に
応
え
て
い
く
た
め
に

も
沖
縄
の
声
を
政
権
の
ど
真
ん
中
に
ぶ
つ
け
て
い
く
。
令

和
最
初
の
選
挙
か
ら
我
々
の
新
し
い
沖
縄
の
政
治
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　
高
良
氏
は
午
前
�
時
、
名
護
市
の
瀬
嵩
の
浜
で
出
発
式

を
開
い
た
。高
良
氏
は
第
一
声
で
「糸
数
慶
子
さ
ん
の
『
平

和
の
一
議
席
』
を
守
り
抜
く
の
が
私
の
使
命
だ
。
今
回
の

選
挙
の
最
大
の
争
点
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
だ
。
私

は
辺
野
古
の
海
を
埋
め
立
て
る
の
を
絶
対
に
許
せ
な
い
。

た
い

じ

国
政
の
場
で
安
倍
政
権
と
対
峙
し
、
し
っ
か
り
訴
え
て
い

く
」
と
強
調
し
た
。

　
参
院
選
は
昨
年
９
月
の
知
事
選
後
、初
の
全
県
選
挙
で
、

令
和
最
初
の
国
政
選
挙
と
な
る
。
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の

名
護
市
辺
野
古
移
設
に
伴
う
新
基
地
建
設
の
是
非
や
普
天

間
の
危
険
性
除
去
の
手
法
、
沖
縄
振
興
の
方
向
性
と
な
る

次
期
沖
縄
振
興
計
画
の
在
り
方
な
ど
を
争
点
に
、
激
し
い

論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
見
通
し
だ
。
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